
平 成 1 9 年 度  第 3 回 理 事 会 抄 録  

 
日 時 ： 平 成 1 9 年 7 月 2 1 日 （ 木 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 6 ： 4 5  
場 所 ：（ 社 ） 日 本 作 業 療 法 士 協 会 事 務 所  1 0 階 会 議 室  
出 席 ： 杉 原 （ 会 長 ）、 中 村 （ 春 ）、 山 根 （ 副 会 長 ）、 荻 原 （ 事

務 局 長 ）、 冨 岡 、 古 川 、 長 尾 （ 監 事 ）、 岩 瀬 、 大 熊 、

太 田 、大 丸 、片 岡 、香 山 、楜 澤 、小 林（ 毅 ）、小 林（ 正 ）、

澤 田 、鶴 見 、坂 井 、早 川 、日 垣 、三 澤 、山 本（ 理 事 ）、

石 塚 、中 里（ 部 ・ 委 員 長 ）、大 瀧（ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ） 
   
Ⅰ 審 議 事 項  
１ ． 平 成 1 9 ・ 2 0 年 度 役 員 体 制 ・ 会 務 運 営 体 制 （ 案 ） に

つ い て （ 杉 原 会 長 ） 平 成 1 9 ・ 2 0 年 度 の 役 員 体 制 を 次 の

と お り と す る 。 各 部 の カ ッ コ 内 は 担 当 副 会 長 及 び 理 事 、

下 線 は 担 当 理 事 の 責 任 者  会 長 ： 杉 原  副 会 長 ： 中 村 、 山

根  常 務 理 事 ： 岩 瀬 、太 田 、荻 原 、香 山 、楜 澤 、小 林 ( 正 ) 、

鶴 見 、 早 川  理 事 ： 大 熊 、 大 丸 、 片 岡 、 小 林 ( 毅 ) 、 坂 井 、

澤 田 、 日 垣 、 三 澤 、 山 本  監 事 ： 冨 岡 、 長 尾 、 古 川  事 務

局 長 ： 荻 原  財 務 ： 石 塚 ( 中 村 、山 根 、荻 原 )  学 術 ： 石 川 ( 山

根 、 小 林 ( 正 ) 、 澤 田 )  養 成 教 育 ： 池 田 ( 山 根 、 岩 瀬 、 坂

井 、 日 垣 )  生 涯 教 育 ： 陣 内 ( 山 根 、 岩 瀬 、 早 川 、 三 澤 )  広

報 ： 錠 内 ( 中 村 、 楜 澤 、山 本 )  福 利 ： 長 谷 川 ( 荻 原 、大 熊 、

日 垣 )  渉 外 ： 中 村 （ 全 理 事 ）  事 業 ： 大 庭 ( 中 村 、 太 田 、

鶴 見 、三 澤 )  調 査 ： 奈 良（ 篤 ） ( 荻 原 、小 林 ( 毅 ) )  保 険 ：

東 ( 中 村 、 太 田 、 楜 澤 、 鶴 見 、 山 本 )  国 際 ： 吉 川 ( 山 根 、

大 丸 、 小 林 ( 毅 ) )  保 健 福 祉 ： 永 田 ( 中 村 、 太 田 、 大 丸 、

片 岡 、 三 澤 )  企 画 調 整 ： 土 井  規 約 ： 西 野  選 挙 管 理 ： 伊

藤 （ 貴 ）  学 会 評 議 ： 近 藤  表 彰 ： 大 西  W F O T 認 定 等 ： 佐 竹

倫 理 ： 佐 藤 （ 陽 ）  機 関 誌 編 集 ： 簗 瀬  認 定 作 業 療 法 士 審

査：望 月  総 会 議 運 : 伊 藤 ( 祐 ) W F O T 世 界 会 議 招 致：奈 良（ 進 ） 

福 祉 機 器 等 検 討 ： 渡 邉  W F O T 代 表 : 冨 岡  W F O T 第 一 代 理 ： 奈

良 （ 進 ）  W F O T 第 二 代 理 : 吉 川  士 会 組 織 担 当 ： 山 根 、

 

大

熊 、 片 岡 、 岩 瀬 、 日 垣  精 神 障 害 問 題 担 当 ： 山 根 、 大 丸 、

荻 原 、 香 山 、 楜 澤 、 小 林 ( 正 ) 、 坂 井 、 鶴 見  認 知 症 問 題

担 当 ： 荻 原 、 大 熊 、 香 山  → 承 認  

２ ． 新 潟 県 中 越 沖 地 震 へ の 協 会 対 応 に つ い て （ 荻 原 事 務

局 長 ） 新 潟 県 中 越 沖 地 震 発 生 に 伴 い 、 新 潟 県 士 会 に 対 し

て 「 大 規 模 災 害 を 被 っ た 都 道 府 県 に お け る 作 業 療 法 士 会

の 支 援 に 関 す る 規 程 」 を 適 用 す る こ と を 専 決 し 、 協 会 事

務 局 を 窓 口 と し て 連 絡 ・ 協 力 を し て い く こ と 、 初 期 対 応
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支 援 金 の 振 り 込 み 等 々 の 初 期 対 応 を 行 っ た 。新 潟 、長 野 、

石 川 各 県 士 会 か ら 、 士 会 役 員 、 会 員 の 直 接 被 害 は な か っ

た と の 情 報 が 寄 せ ら れ た 。  → 承 認  

３ ． 第 4 2 回 総 会 質 疑 応 答 に 関 す る 確 認 と そ れ へ の 対 応

に つ い て （ 中 里 前 総 会 議 事 運 営 委 員 長 ） 総 会 に お い て 出

さ れ た 質 問 、 意 見 を 確 認 し た 。  → 承 認  

４ ． 日 本 作 業 療 法 士 協 会 「 会 員 意 見 公 募 制 度 」（ 案 ） に

つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 理 事 会 審 議 に 上 が っ た 重 要 事 項

の う ち 、 理 事 会 が 会 員 意 見 を 公 募 し た ほ う が 良 い と 判 断

し た 事 項 に つ い て 、「 会 員 用 掲 示 板 」に 具 体 的 な 案 を 公 示

し 、意 見 を 公 募 す る 。審 議 結 果 と そ の 理 由 に つ い て は「 会

員 用 掲 示 板 」 で 公 示 す る 。  → 承 認  

５ ． 学 会 参 加 費 の 統 一 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 学 会 評

議 委 員 会 よ り「 学 会 参 加 費 の 種 別 と 金 額 の 統 一 に つ い て 」

答 申 が 提 出 さ れ た 。 参 加 費 に 対 す る 課 税 問 題 に つ い て 会

計 事 務 所 に 問 い 合 わ せ た 上 、 再 度 審 議 す る 。 → 継 続 審 議  

６ ． 合 同 研 修 会 の 開 催 （ 案 ） に つ い て （ 片 岡 士 会 組 織 担

当 理 事 ） 9 月 8 日 （ 土 ） ～ 9 日 （ 日 ） の 日 程 で 、 日 本 工 学

院 専 門 学 校 （ 東 京 ・ 蒲 田 ） に お い て 開 催 す る 。  → 承 認  

７ ．「 高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 療 グ ラ ン ド デ ザ イ ン

（ 案 ）」 に 対 す る 協 会 意 見 に つ い て （ 山 本 ・ 太 田 保 険 部

担 当 理 事 ）7 月 2 8 日 開 催 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 関 連 5 団

体 会 議 で 最 終 決 定 し 、 9 月 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ケ ア 合

同 大 会 で 発 表 さ れ る 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 医 療 の 中 で

ど の よ う に 位 置 付 け ら れ 、 作 業 療 法 士 は ど の 段 階 で 何 を

す る か ま と め て 、 合 同 研 修 会 の 際 に 配 布 す る 。  → 承 認  

８ ． 事 務 局 職 員 の 採 用 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 2 0 1 0 年

に 事 務 局 職 員 1 0 名 体 制 を 掲 げ て い る 。現 在 は 7 名 。志 願

者 を 面 接 し 、 平 成 2 0 年 4 月 1 日 1 名 採 用 予 定 。 → 承 認  

９ ． 会 員 の 入 退 会 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ）。 死 亡 に よ

る 退 会 者 1 名 。  → 承 認  

                              

Ⅱ 報 告 事 項  
１ ． 第 4 1 回 日 本 作 業 療 法 学 会 報 告 （ 途 中 経 過 ）（ 岩 瀬 第

4 1 回 日 本 作 業 療 法 学 会 長 ） 参 加 者 2 , 9 5 8 名 。 会 員 発 表 に

重 き を 置 き 講 演 を 減 ら し た 。 ポ ス タ ー 発 表 に も 座 長 を 配

置 し 、 お お む ね 好 評 で あ っ た 。 会 計 報 告 を 含 め 、 後 日 、

最 終 報 告 を す る 。  

２ ． 第 4 2 回 総 会 報 告 及 び 反 省 （ 中 里 総 会 議 事 運 営 委 員

長 ） 出 席 3 4 9 名 、 委 任 状 9 , 6 3 5 通 。 委 任 状 回 収 の 士 会 へ
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の 協 力 要 請 に つ い て の 検 討 と 、 質 疑 応 答 時 に 質 問 を 簡 潔

に 行 う よ う 工 夫 す る 必 要 が あ る 。  

３ ． 渉 外 活 動 報 告 １ ） 医 道 審 議 会 理 学 療 法 士 作 業 療 法 士

分 科 会 報 告 （ 岩 瀬 理 事 ） 養 成 施 設 が 教 員 や 臨 床 実 習 施 設

を 確 保 し 、 正 規 の 時 間 実 施 し て い る か を 厳 し く 問 う 声 が

あ っ た 。 当 協 会 と し て も 法 の 遵 守 を 促 す 必 要 が あ る 。  

２ ） 専 任 教 員 の 資 格 に つ い て （ 会 長 ） 文 科 省 に 問 い 合 わ

せ た 結 果 、「 臨 床 経 験 年 数 」 の 意 味 に つ い て 「 免 許 取 得 後

に 作 業 療 法 業 務 に 従 事 し た 年 数 が 5 年 」 と の 回 答 が あ っ

た 。  

３ ） 実 務 者 研 修 会 （ 6 月 2 4 日 開 催 ・ 事 業 部 運 営 ） 報 告 、

連 絡 協 議 会 支 部 長 会 （ 6 月 2 3 日 開 催 ） 報 告 （ 片 岡 理 事 ）

報 告 を 受 け 、 討 議 し た 。  

４ ） 日 本 リ ハ 病 院 ・ 施 設 協 会 第 3 回 理 事 会 報 告 （ 太 田 理

事 ） 次 期 診 療 報 酬 改 定 に 向 け た 要 望 （ 案 ） が 示 さ れ た 。  

５ ） 平 成 1 9 年 度 障 害 者 保 健 福 祉 推 進 事 業 に つ い て （ 香

山 理 事 ） 精 神 科 病 院 入 院 患 者 の 早 期 退 院 促 進 プ ロ グ ラ ム

開 発 及 び 地 域 生 活 移 行 の シ ス テ ム 構 築 に 向 け た 研 究 に 対

し て 国 庫 補 助 金 が 交 付 さ れ る 内 示 が あ っ た 。  

６ ） 診 療 報 酬 に 関 す る 要 望 に つ い て （ 鶴 見 理 事 ） 当 協 会

の 診 療 報 酬 改 定 に 関 す る 要 望 書 に つ い て 、7 月 1 1 日 に 日

精 協 の 谷 野 副 会 長 と 意 見 交 換 の 機 会 を 持 っ た 。  


